
令和4年度支部保険者機能強化予算（案）について

資料５



支部保険者機能強化予算

①基礎的業務関係予算 ②支部医療費適正化等予算

企画・サービス向上関係経費 全体予算枠（8億円程度）

③支部保健事業予算

保健事業経費 全体予算枠（40億円程度）

支部保険者機能強化予算とは

中長期的な財政運営等いう観点も踏まえて、協会けんぽの将来的な医療費の削減につなげていくことを目的に各支部で地域の実情に応じた

医療費適正化や健康づくり等の保険者機能を強化する取組を実施する場合に計上する経費のこと。
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全体予算枠について、
支部ごとに配分。

令和元年度からの予算体系

支部保険者機能強化予算の位置づけ（イメージ）

事業計画 予算

支部事業計画

支部保険者機能強化予算

①基礎的業務関係予算

②支部医療費適正化等予算

③支部保健事業予算



令和4年度は第5期保険者機能強化アクションプラン（3年間の中期計画）の2年目となる。第5期アクションプランでは、協会け

んぽの基本理念である「加入者の皆様の健康増進を図るとともに、良質かつ効率的な医療が享受できるようにし、もって加入者及び

事業主の皆様の利益の実現を図る」について、これまで以上に追求していくことが明記されている。

このため、令和4年度千葉支部保険者機能強化予算（案）では、基本理念を踏まえ、これまでの千葉支部の取組結果に対して

必要な改善を図り、併せて、新規の取組を実施するための予算計上を行っている。

なお、予算計上時は新型コロナウイルス感染症が取組結果に影響を与えていることに留意しつつ、コロナ禍後を見据えた事業規模

や実施方法となるよう取組内容を精査している。

また、千葉支部では加入者の健康増進や医療費適正化に繋げるため、健診受診率及び特定保健指導実施率向上のための取

組強化、健康経営（健康な職場づくり宣言）事業の拡充、ジェネリック医薬品の使用促進等に特に注力し、来年1月にご審議い

ただく令和4年度千葉支部事業計画において、ＫＰＩの確実な達成を見据えた計画の立案を図ることとする。

今後、支部保険者機能強化予算の検討にあたっては、これまでの千葉支部の実施状況や実績、評議会のご意見を踏まえ見直し

を行っていく。
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令和4年度千葉支部保険者機能強化予算（案）の策定について

≪今後のスケジュールについて（予定）≫

・10月27日（水）： 評議会・・・・・令和4年度支部保険者機能強化予算（案）の審議

・11月上旬目途 ： 支部で策定した予算案を本部へ登録

・12月14日（火）： 評議会・・・・・令和4年度事業計画及び支部保険者機能強化予算（案）の審議

・12月下旬頃 ： 本部より支部予算案の整理結果の通知

・ 1月14日（金）： 評議会・・・・・令和4年度事業計画及び支部保険者機能強化予算の最終版を提出

・ 1月下旬頃 ： 支部保険者機能強化予算の確定



令和4年度千葉支部保険者機能強化予算（案）
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※一部の取組については、現在内容を精査中であり、金額については今後変更となる場合もある。

令和3年10月20日現在

内訳は4ページへ

内訳は5～7ページへ

【総括表】

予算額 増減

医療費適正化対策経費 医療費適正化に関する経費 365千円 ▲1,151千円 1,516千円

広報・意見発信経費
広報チラシ作成経費、ジェネリック医薬品の

広報経費　など 18,052千円 ▲530千円 18,582千円

18,417千円 ▲1,681千円 20,098千円

健診経費
集団健診、健診推進経費、健診受診勧奨

経費 など 36,333千円 ＋6,001千円 30,332千円

保健指導経費
中間評価時の血液検査費、保健指導関

係経費、保健推進経費、保健指導利用勧

奨経費
5,753千円 ＋564千円 5,189千円

重症化予防事業経費
未治療者受診勧奨、重症化予防対策経

費 14,195千円 ＋2,021千円 12,174千円

コラボヘルス事業経費 健康経営（健康宣言）事業の経費 18,095千円 ＋5,473千円 12,622千円

その他の経費 その他の保健事業に係る経費 7,754千円 ▲3,281千円 11,035千円

82,130千円 ＋10,778千円 71,352千円

医療費適正化等予算

保健事業予算

合　計

合　計

【参考】

令和3年度

予算額

区分 分野
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部
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能
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概要
令和4年度（案）
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令和4年度千葉支部保険者機能強化予算（案）

【医療費適正化等予算】

分野 事業名 概要（取組内容）
令和４年度

予算額

【参考】

令和3年度

予算額

備考

0千円 
［▲220千円］

90千円 
［＋4千円］

275千円 
［▲55千円］

0千円 
［▲880千円］

5,300千円 
［▲607千円］

77千円 
［＋77千円］

12,455千円 
［＋0千円］

220千円 
［＋0千円］

マイナポータルより薬剤情報の把握が可能とな

り、医療機関側から処方数の適正化を図るこ

とができるため予算の減

部数の見直しによる予算の減

事業の見直しによる予算の減

広報媒体等の見直しによる予算の減

お薬手帳カバーを活用したジェネリック医薬品の使用促進。

220千円 

330千円 

220千円 

12,455千円 

880千円 

5,907千円 

単価の見直しによる予算の増86千円 

・柔道整復施術受診にかかる正確な知識の普及と医療費適正化

に繋げるための広報実施
新規事業のため予算の増

【新規】ポリファーマシー対策の実施

医療費適正化に向けた事業所への啓発
・医療費適正化の啓発のため、事業所における適正受診等に関す

るポスターやリーフレット等の作成し送付

地元紙及び学生記者を活用した協会の事

業の周知

・県内大学生記者による取材及び紙面作成事業を活用し、幅広

い年代層に協会の事業の理解促進を図る

ジェネリック医薬品の使用促進に向けた各

種広報の実施

・ジェネリック医薬品の使用促進を図るため、8月と２月に電車内で

の中吊り広告や地元紙等で広報を実施

ジェネエリック医薬品使用促進啓発のための

お薬手帳カバーの増刷

薬局別ジェネリック医薬品使用割合通知の

送付

・薬剤師会や医師会と連携し、多剤服用に伴うリスク等をリーフレッ

トにて周知し、リスク低減を図るとともに処方数の適正化に繋げる

・薬局別ジェネリック医薬品使用割合通知の送付専用封筒の作成

納入告知書同封チラシの作成 ・毎月事業所に送付する納入告知書に同封するチラシの作成

【新規】

「柔道整復師（接骨院・整骨院）のかか

り方」ポスターの作成

医療費適正化

対策経費

広報・意見

発信経費

―
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令和4年度千葉支部保険者機能強化予算（案）

【保健事業予算】

分野 事業名 概要（取組内容）
令和４年度

予算額

【参考】

令和3年度

予算額

備考

6,853千円 
［＋605千円］

7,193千円 
［＋2,368千円］

9,715千円 
［＋3,043千円］

7,150千円 
［＋2,750千円］

823千円 
［▲5,447千円］

1,802千円 
［＋1,802千円］

2,587千円 
［＋2,587千円］

0千円 
［▲1,485千円］

210千円 
［▲222千円］

1,485千円 

事業者健診の結果データの取得
・事業者健診結果データ提供に関する同意書取得等の外部委託

・その他事業者健診データ提供にかかる経費（データ作成等）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　など

6,672千円 
対象事業所数及び結果取得件数拡大による

予算の増

集団健診
・集団健診及び受診勧奨（文書送付）

・市町が実施するがん健診と特定健診の同時実施　　など
4,825千円 

集団健診実施会場数及び実施人数の拡大

による予算の増

初めて健診対象となる加入者に対しての受

診勧奨

・令和4年度に初めて生活習慣病予防健診(35歳）及び特定健

診（40歳）の対象となる者にダイレクトメールを送付
6,270千円 

業務関係予算からの移行

広報媒体等の見直しによる予算の減

前年度実績に応じた単価、対象者数の見直

しによる予算の減

・受診券一斉発送分に同封する制度周知用チラシ

業務関係予算からの移行

【新規】

特定健康診査受診券同封用チラシの作成

432千円 
事業者健診HbA1c追加検査費の項目削除

に伴う減

加入者増に伴う電話勧奨件数の増

勧奨対象者拡大による予算の増

6,248千円 

4,400千円 

健診経費

・健診一斉案内に同封する制度周知用チラシ

ラジオＣＭを活用した健診受診勧奨
・ラジオを活用し健診の受診勧奨を行うことで、健診受診率の向上

を図る。

・健診実施機関の実地指導の実施

ＧＩＳと経年的受診状況データを利用し

た未受診の被扶養者に対する受診勧奨

・勧奨対象者の自宅から近い健診機関を掲載したダイレクトメール

の送付

【新規】

生活習慣病予防健診年度案内同封用チ

ラシの作成

新適事業所や未受診事業所等を対象とし

た生活習慣病予防健診の受診勧奨

・健診一斉案内対象外となる新規適用事業所等や前年度未受

診率の高い事業所に対する受診勧奨（文書送付、電話勧奨）

その他

―

―
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令和4年度千葉支部保険者機能強化予算（案）

分野 事業名 概要（取組内容）
令和４年度

予算額

【参考】

令和3年度

予算額

備考

1,980千円 
［＋594千円］

3,773千円 
［▲30千円］

13,921千円 
［＋2,098千円］

274千円 
［▲77千円］

6,153千円 
［＋2,908千円］

1,381千円 
［＋396千円］

771千円 
［＋0千円］

4,510千円 
［＋0千円］

5,280千円 
［＋5,280千円］

0千円 
［▲3,111千円］

985千円 

771千円 

3,111千円 

1,386千円 

宣言事業所増加に伴う予算の増

健康宣言事業所（特定健診の受診は取組

項目のひとつ）への勧奨は集約したため予算

の減

新規事業のため予算の増

保健師募集広告費の見直しによる予算の減

前年度実績に応じた対象者数見直しによる

予算の増

実施回数の見直しによる予算の減

単価や数量等を見直したことによる予算の増

（健康宣言事業所の健診受診勧奨フォロー

アップ強化を含む）

3,803千円 

11,823千円 

351千円 

4,510千円 

3,245千円 

実施機関及び実施件数の増

コラボヘルス

経費

保健指導経費

重症化予防

事業経費

その他
・保健指導中間評価時の血液検査費用

・保健指導用パンフレット作成等費用　　など

未治療者受診勧奨
・健診結果が良くないにも関わらず、医療機関未受診の者への受

診勧奨（文書送付、電話勧奨）

重症化予防対策
・千葉県糖尿病性腎症重症化予防プログラムに基づく保健指導

・支部独自で実施しているCKDが疑われる者に対する受診勧奨

保健指導推進経費
・保健指導の前年度実績を超過する機関等に対するインセンティブ

に関する経費

事業主と支部長の連名文を活用した特定

健診受診勧奨

・特定健診の受診率向上を図るため、対象者（健康宣言事業所

加入者）に事業主と協会けんぽ千葉支部長連名の受診勧奨文

書を送付

【新規】

健康経営の普及促進に向けた取組事例

集の作成

・積極的に健康づくりに取組んでいる事業所やその取組内容を掲載

した冊子を作成し、健康経営の普及促進に活用

・歯や口腔保健への関心を高め、生活習慣病の予防と歯科医療

費の適正化に繋げるために宣言事業所の被保険者に歯科健診を

実施

健康宣言事業所における健康づくりのため

の事業所出張訪問セミナーの実施

・健康宣言事業所の健康づくりをサポートとして、専門家による健康

づくりの講話や運動の実技指導等を実施

健康な職場づくりの実施に向けた取組
・健康経営の普及促進のための事業所訪問や健康宣言事業所へ

の認定証等を発行するための経費

健康宣言事業所に対する歯科健診の実

施

健康経営の普及促進に向けた取組 ・健康経営の普及促進に向けたセミナーの開催等に関する経費

―
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令和4年度千葉支部保険者機能強化予算（案）

分野 事業名 概要（取組内容）
令和４年度

予算額

【参考】

令和3年度

予算額

備考

1,100千円 
［＋0千円］

3,410千円 
［＋0千円］

384千円 
［＋0千円］

2,860千円 
［▲2,302千円］

0千円 
［▲979千円］

広報媒体等の見直しによる予算の減

979千円 

384千円 

5,162千円 

3,410千円 

1,100千円 

イベント等の中止により現在庫での対応が可

能であるため予算の減

その他の経費

地元紙等を活用した保健事業の取組の周

知

・保健事業の周知及び受診率向上を図るため、地元新聞へ記事

掲載を実施

受診勧奨予備群等への健康意識啓発通

知事業

・被保険者及び被扶養者の受診勧奨予備群等へ健診結果を経

年でグラフ表示したお知らせを送付

生活習慣病予防健診時にリーフレットを活

用した禁煙啓発の取組

・健診実施機関が活用するための禁煙啓発用リーフレットの作成

・健診実施機関から喫煙者に配布や健診結果票に同封等を実施

健康づくり啓発のための漫画作成経費

各種健康イベント等への参画
・協定を締結している自治体等が開催する健康づくりイベントの共

催又は参画するための費用

・加入者にとって見やすく親しみやすい漫画を活用し、健康づくりの

意識の醸成を図る


